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古墳群
東自治振興区は､ 地域の歴史や文化を足元から学ぶ ｢東地区歴史
マップ｣ (仮称) の作成に取り組んでいます｡ 東地区は県内有数の
遺跡集中地域ですが､ 中でも掛田町の旧寺古墳群は地域のシンボル
的な存在です｡
５世紀代の古墳群で､ 県の史跡に指定されています｡ 全長約62ｍ
の１号墳は市内最大の前方後円墳で､ しかも庄原盆地で最初に造ら
れた前方後円墳です｡ 西城川が庄原市街地付近で北西に蛇行し､ 戸
郷川と合流する所にあり､ 地

じ

王山
おうざん

から東に張り出した丘の上に見え
ます｡
庄原大橋あたりから見上げると古墳の形がよく分かります｡ 葺石

ふきいし

と埴輪で飾られていた築造当初は､ 巨大な石の山に見えて通行者を
感嘆させたことでしょう｡ 庄原盆地中央部を一望に見渡せるこの古
墳に葬られた主は､ 一帯の有力な支配者 (王) だったと思われます｡
毎年､ 市教育委員会によって草刈管理が行われていますので､ 案
内看板に沿って山道を登ると気軽に現地見学ができます｡

泰山弘道 (掛田町)

次世代へ引き継ぎたい有形・無形
の財産の中から､ 市民が庄原市全
体の宝として選ばれたものを紹介
するコーナーです｡ 自然・歴史・
文化・生活・産業など､ 各分野か
らご推薦ください｡

応募方法
名前と住所をご記入のうえ､ ｢ここ
が好き｣ ｢ここがすばらしい｣ ｢こん
な保全活動をしている｣ など､ ”庄
原の宝”への思い入れなどを200字
程度にまとめ､ 写真１枚を添付して､
郵送またはメールでご応募ください｡

応募先
〒727-8501
庄原市中本町一丁目10番1号
庄原市企画課広報統計係�0824-73-1159
メール kikaku-toukei@city.shobara.
hiroshima.jp
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真ん中の丘が１号墳 (右側が前方部)


